
災害対策委員会より 

2019/10/17 

全国インマヌエル教会の皆様: 

 

 頌主。 

 既にご承知の通り、連続した台風の通過によって各地に甚大な被害が及び、特に河川の氾濫によ

って被害はさらに広がっています。インマヌエルの諸教会に直接の被害はありませんでしたが、教

会員のお宅には大きな被害を受けられた方があり、皆様のお祈りとご支援をお願いする次第です。 

（詩篇46:1～3、7） 

 

１．台風 17 号関連の被害についての続報。 

   

千葉県の諸教会のためにお祈りを頂き、またご支援を頂いていることを感謝いたします。 

台風が連続しましたために、ご報告が遅くなってしまいましたが、福岡の久留米教会では十字

架が折れて落下するという被害がありました。隣家の庭に落下しましたが、幸い隣家には被害を

与えることがなかったとのことです。また、静岡県では特に被害なし、とご報告いたしましたが、

下田教会の会員宅 1 軒で、飛来物による建物の損害がありました。 

 

２．台風 19 号による被害について 

  台風 19 号による教会の被害としては、横浜教会のガラスが割れたという報告がありました。 

教会員宅の被害としては、特に河川の氾濫による被害が大きく、報告の入りました順に、 

東北教区の郡山教会では、詳細は未だですが、河川の氾濫による地域に教会員宅があるとのこ

とでした。また、仙台教会では 2 軒の床下浸水の被害があったとのことです。神奈川教区では、

韮山教会(住所は静岡県)の会員宅 1 軒が床上浸水となり、教会員によって泥かき等の作業がなさ

れたとのことです。北関東教区では、上田教会の会員宅 2 軒が、河川の氾濫によって孤立し、う

ち 1 軒では果樹園に大きな被害を受けられたとのことです。 

 

もう一つ、NHK のニュースでも報じられましたように、私たちの教団の引退牧師方が入居さ

れている川越キングス・ガーデンが水没いたしました。幸い、全員が無事に避難されたとのこと

であり、また既に水は引いたとのことではありますが、北田節男先生ご夫妻、三森春生先生はそ

れぞれご家族のところに避難されています。他に橋本敦子先生、大滝昭子先生が居住しておられ

ます（大滝先生のご無事なお姿はニュース映像で流れました）。水は引きましたが、泥かきなど

のボランティアを募集しています（下記参照）。 

 

  他教団では、現在把握しているだけでも、ミッション東北・須賀川めぐみキリスト教会、保守

バプテスト教団・船岡聖書バプテスト教会、アッセンブリーズオブゴッド教団・郡山グレースガー

デンチャペル、日本ホーリネス教団・栃木、千葉県の佐原、神崎、横芝、茂原、袖ケ浦、千葉栄光

の各教会、茨城の吉川、潮来の二教会、静岡の伊東教会、福音伝道教団・栃木キリスト教会、希望

の丘キリスト教会等に被害があったと報告されています。 

 

 

 



 

 

３．支援献金について 

  教団の災害対策委員会としては、先日お願いしましたように、本部宛て送金の口座にお送りく

ださい。本部費とご一緒に「災害支援献金」と明記してお送り頂けると送金手数料の節約になり

ます。 

 

  広域の地域教会の援助を希望される方は、JEA の窓口をご利用ください。ホーム・ページか

らご確認頂けます。 

 

４．その他 

  川越キングス・ガーデンでは、片岡正雄理事長を責任者として（仮称）川越キングス・ガーデ

ン復旧ボランティアセンターを開設しましたが、10 月 17 日 13 時現在、直接のボランティア

募集は停止されております。電話回線が不通のためボランティアの窓口は、狭山のぞみキリスト

教会の河成海（ハ・ソンヘ）先生（電話 090-2909-1201）が担当されています。 

 

 https://www.facebook.com/kawagoekg/posts/3007070036030172 

 

 現在ＦＢ、メッセンジャー等での受け付けはおこなっておりません。「今後のボランティア情

報については、決まり次第、アップいたします。」とありますので、ご希望の方はこちらをご覧

ください。 

 

  なお、ボランティアに加わられる方は、 

  ・ますご自分の教会の牧師と相談の上、ご参加ください。 

  ・ボランティア保険、自分の食料や水、装備など、自己責任においてご準備ください。 

   （現地にご迷惑をおかけすることのないようにお願いします。） 

  ・必ず現地の情報（交通、天候、活動内容など）を確認してからご参加ください。 

 

 被害はなお拡大しています。経済的な支援、実際的な作業の手を必要としていますが、それ以上

に必要とされているのは、主にある兄弟姉妹の愛と祈りです。心を一つにして被災地諸教会のため、

教会の置かれた地域の方々の慰めと励ましのため、救いのために祈りの手を挙げ続けましょう。 

 

 今後も地震、津波、火山の噴火、水害や土砂災害など、どこにでも起こり得ることを憶えつつ、

いつでも主の御前に恐れなく立つことが許されるよう、自らの信仰のため、福音の御業が進められ

るようにお祈りさせて頂きましょう。 

 

 

 

                          在 主 

災害対策委員会 蔦田直毅 

 


